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1. はじめに
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1.1 はじめに
このたびは当社のロボットシステムをお求めいただきましてありがとうございます。

本マニュアルは、AI Assistantオプションを正しくお使いいただくために必要な事項を記載したものです。

システムをご使用になる前に、本マニュアル、および関連マニュアルをお読みいただき、正しくお使いください。

お読みになった後は、いつでも取りだせる所に保管し、不明な点があったら再読してください。

当社は、厳密な試験や検査を行い、当社のロボットシステムの性能が、当社規格に満足していることを確認してお
ります。マニュアルに記載されている使用条件を超えて、当社ロボットシステムを使用した場合は、製品の基本性
能は発揮されませんのでご注意ください。

本書の内容は、当社が予見する範囲の、危険やトラブルについて記載しています。当社のロボットシステムを、安
全に正しくお使いいただくため、本書に記載されている安全に関するご注意は、必ず守ってください。

1.2 商標
Microsoft, Windows, Windowsロゴは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標また
は商標です。その他の社名, ブランド名, 製品名は、各社の登録商標または商標です。

1.3 表記について
Microsoft® Windows® 10 operating system 日本語版

Microsoft® Windows® 11 operating system 日本語版

本取扱説明書では、上記オペレーティングシステムをそれぞれ、Windows 10, Windows 11と表記しています。ま
た、Windows 10, Windows 11を総称して、Windowsと表記することがあります。

1.4 ご注意
本取扱説明書の一部、または全部を無断で複製や転載をすることはできません。

本書に記載の内容は、将来予告なく変更することがあります。

本書の内容について、誤りや、お気づきの点がありましたら、ご連絡くださいますようお願いいたします。

1.5 製造元

1.6 お問い合わせ先
お問い合わせ先の詳細は、以下のマニュアルの"販売元"に記載しています。

ご利用の地域によって、お問い合わせ先が異なりますのでご注意ください。

"安全マニュアル - お問い合わせ先"
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安全マニュアルは、以下のサイトからも閲覧できます。

URL: https://download.epson.biz/robots/


1.7 ご使用の前に
マニュアルのご使用の前に、知っておいていただきたいことを記載しています。

1.7.1 クラウド接続に対するセキュリティー対応について
当製品は、インターネットを経由してクラウドサービスに接続して使用します。ご利用にあたっては、お客様のセ
キュリティーポリシーに従い、適切に管理されたネットワーク環境から接続してください。

また、不正アクセスやウイルス感染などを防止するため、接続するコンピューターのセキュリティー対策、OSや
セキュリティーソフトウェアの更新、ならびにユーザーアカウントやパスワードの適切な管理を、お客様にて実施
してください。

1.7.2 Epson RC+ 8.0のインストールフォルダーについて
Epson RC+ 8.0は、インストールフォルダーパスを任意の場所に変更が可能です。本マニュアルでは、
C:¥EpsonRC80 にEpson RC+ 8.0がインストールされた場合を想定して説明しています。

1.7.3 AI Assistant機能の利用条件
AI Assistant機能は、有償オプションです。利用するには、ユーザー登録とAI Assistantオプションを購入する必要
があります。

ユーザー登録の詳細は、以下のマニュアルを参照してください。

"Epson RC+ 8.0 クラウドサービス RC+ Cloud 8.0"

AI Assistant機能を利用する際は、回答の仕様や操作上の制限事項を事前に確認してください。詳細は以下を参照
してください。

仕様と制限事項

Epson RC+ 8.0 オプション AI Assistant Rev.1
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2. AI Assistantの概要

AI Assistantを使用すると、自然言語でAIの支援を受けられます。会話型インターフェースで、コードに関する質
問、複雑なロジックの理解、コードの生成、バグ修正を依頼できます。

Epson RC+ 8.0 オプション AI Assistant Rev.1
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2.1 用語の定義
本マニュアルで使用する用語とその定義は、以下のとおりです。

用語 定義

ユーザープロンプト AI Assistantへの指示や質問です。「プロンプト」と表示する場合もあります。

AIレスポンス ユーザープロンプトに対して、AI Assistantが返す応答です。

2.2 AI Assistantの種類
機能に応じて、2種類のAI Assistantを使用できます。

SPEL+ Assistant: RC+8.0のGUI上でSPEL+のコード生成とコード解釈を支援します。
Manual Assistant: Epson Robot Manualsに掲載しているマニュアルの内容を参照し、質問に回答します。

2.2.1 SPEL+ Assistantの種類と説明
SPEL+ Assistantの主な機能は3つあります。各機能の特徴は、以下のとおりです。

Inline Edit

プログラムエディター上で小規模なコードを編集します。プログラムエディターから離れずに、数行レベルのコー
ドを素早く修正できます。

Chat Edit

プログラムエディター上に、AIが提案するコードを直接反映します。新規プログラム作成、リファクタリング、バ
グ修正など、広範囲なコード編集を支援します。

Chat Ask

SPEL+ Assistantウィンドウ上でチャットします。会話を続けながら、既存コードの理解、コマンドの仕様など、
コーディングに関する質問ができます。

Epson RC+ 8.0 オプション AI Assistant Rev.1
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2.2.1.1 Inline Edit
Inline Editを使用すると、エディター内でコードの生成と編集を指示できます。他のウィンドウに切り替えること
なく、流れを途切れさせずに作業を進められます。

表示中のプログラムをすばやく編集するときは、Inline Editを使用してください。複数ステップの作業、複数ファ
イルの変更、または広範なコードベースの探索をするときは、Chat Edit画面を使用してください。

サンプルプロンプト

このパレット動作を繰り返すループを挿入し、開始トリガーとしてIO入力ビット5を使用してください。

Epson RC+ 8.0 オプション AI Assistant Rev.1
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2.2.1.2 Chat Edit
Chat Editを使用すると、プログラム全体へのコメント文の追加や、バグの検出、修正ができます。対象のプログ
ラムファイルは、[Input files]で指定してください。

サンプルプロンプト

ロボットの動き方を説明する簡単なコメントを追加してください。


Epson RC+ 8.0 オプション AI Assistant Rev.1
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2.2.1.3 Chat Ask
Chat Askを使用すると、プログラム全体について質問し、複雑なロジックの理解を支援してもらえます。また、コ
マンドリファレンスマニュアルの内容を参照して、コマンドについて回答を得られます。

サンプルプロンプト

このプログラムの処理を順を追って説明してください


Epson RC+ 8.0 オプション AI Assistant Rev.1
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2.2.2 Manual Assistantの説明
Manual Assistantを使用すると、Epson製ロボット製品の公式マニュアルの内容を自然言語で質問して、回答を得
ることができます。キーワード検索と比較して、専門的なキーワードや正確な用語を知らなくても目的の情報にた
どり着きやすくなります。

サンプルプロンプト

GXシリーズのロボットの可搬質量と動作範囲を教えてください。


Epson RC+ 8.0 オプション AI Assistant Rev.1
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3. 各機能の起動方法と画面構成

各機能の起動方法と、画面各部の内容を説明します。

Epson RC+ 8.0 オプション AI Assistant Rev.1
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3.1 SPEL+ Assistant, Inline Editの起動方法と画面構成
3.1.1 Inline Editの起動方法

プログラムウィンドウ内の任意の位置にカーソルを置き、右クリックしてコンテキストメニューを表示します。
[Inline Edit]を選択し、ユーザープロンプト入力ボックスを表示します。

3.1.2 ユーザープロンプトの入力

記号 項目 説明

a
ユーザープロンプト
入力ボックス

ユーザープロンプトを入力します。

b 文字数カウンター 現在入力しているユーザープロンプトの文字数を表示します。

Epson RC+ 8.0 オプション AI Assistant Rev.1
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記号 項目 説明

c
送信ボタン/停止ボタ
ン

ユーザープロンプトを送信し、回答の生成を開始します。回答の生成中は、送
信ボタンが停止ボタンに切り替わります。

d 閉じるボタン ユーザープロンプト入力ボックスを閉じます。

3.1.3 AIレスポンスの表示
AIが提案したコードが黄緑色で表示されます。

記号 項目 説明

a Keep AIの提案を反映します。

b Undo AIの提案を取り消し、元の状態に戻します。

c
差分エディター表示ボ
タン

オリジナルのコードとAIが提案したコードを並べて表示する差分エディター
を表示します。


3.2 SPEL+ Assistant, Chat Editの起動方法と画面構成

Epson RC+ 8.0 オプション AI Assistant Rev.1
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3.2.1 Chat Editの起動方法

ツールバー -  [SPEL+ Assistant]を選択します。
Epson RC+ 8.0メニュー - [ツール] - [SPEL+ Assistant]を選択します。

SPEL+ Assistant画面が表示されます。[Edit]または[Ask]を選択するラジオボタンで、[Edit]を選択します。

3.2.2 ユーザープロンプトの入力

記号 項目 説明

a
新しいチャットボ
タン

これまでのチャットをクリアし、新しいチャットを開始します。

b
Input filesボック
ス

コンテキストに含めるプログラムファイルを選択します。

Epson RC+ 8.0 オプション AI Assistant Rev.1
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記号 項目 説明

c
ユーザープロンプ
ト入力ボックス

ユーザープロンプトを入力します。

d 文字数カウンター 現在入力しているユーザープロンプトの文字数を表示します。

e
送信/キャンセル
ボタン

ユーザープロンプトを送信し、回答の生成を開始します。回答の生成中は、[キャ
ンセル]ボタンに切り替わり、回答の生成をキャンセルできます。

f
Edit/Ask選択ボタ
ン

[Edit]または[Ask]を選択します。

g
履歴ドロップダウ
ンリスト

チャットの履歴を選択し、表示します。

3.2.3 AIレスポンスの表示

記号 項目 説明

a プログラムウィンドウ AIが提案したコードが、プログラムウィンドウ内に表示されます。

b Keep AIの提案を反映します。

c Undo AIの提案を取り消し、元の状態に戻します。

Epson RC+ 8.0 オプション AI Assistant Rev.1
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記号 項目 説明

d
差分エディタ切替えボ
タン

オリジナルのコードと、AIが提案したコードを並べて表示する差分エディタ
を表示します。


e
AIレスポンス表示エリ
ア

AIの回答がこのエリアに表示されます。

3.3 SPEL+ Assistant, Chat Askの起動方法と画面構成
3.3.1 Chat Askの起動方法

ツールバー -  [SPEL+ Assistant]を選択します。
Epson RC+ 8.0メニュー - [ツール] - [SPEL+ Assistant]を選択します。

SPEL+ Assistant画面が表示されます。[Edit]または[Ask]を選択するラジオボタンで、[Ask]を選択します。

Epson RC+ 8.0 オプション AI Assistant Rev.1
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3.3.2 ユーザープロンプトの入力

記号 項目 説明

a
新しいチャットボ
タン

これまでのチャットをクリアし、新しいチャットを開始します。

b
Input filesボック
ス

コンテキストに含めるプログラムファイルを選択します。

c
ユーザープロンプ
ト入力ボックス

ユーザープロンプトを入力します。

d 文字数カウンター 現在入力しているユーザープロンプトの文字数を表示します。

e
送信/キャンセル
ボタン

ユーザープロンプトを送信し、回答の生成を開始します。回答の生成中は、[キャ
ンセル]ボタンに切り替わり、回答の生成をキャンセルできます。

f
Edit/Ask選択ボタ
ン

[Edit]または[Ask]を選択します。

g
履歴ドロップダウ
ンリスト

チャットの履歴を選択し、表示します。

Epson RC+ 8.0 オプション AI Assistant Rev.1
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3.3.3 AIレスポンスの表示

記号 項目 説明

a AIレスポンス表示エリア AIの回答がこのエリアに表示されます。

b Responseボタン AIの回答に対する品質や満足度のフィードバックを送ります。

3.4 Manual Assistantの起動方法と画面構成
3.4.1 Manual Assistantの起動方法

RC+ Cloud Portalにあるマニュアルアシスタントのアイコンから起動します。


Epson RC+ 8.0メニュー - [ヘルプ] - [Manual Assistant]を選択します。

Epson RC+ 8.0 オプション AI Assistant Rev.1
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3.4.2 Manual Assistant初期画面

記号 項目 説明

a
新しいチャット
ボタン

これまでのチャットをクリアし、新しいチャットを開始します。

b 検索ボックス 検索する文字列を入力して、チャットの履歴を検索します。

c 履歴リスト チャット履歴のリストです。クリックすると、選択したチャットを表示できます。

d
外部リンクリス
ト

外部サイトへのリンクです。

e
[言語選択]ドロ
ップダウンリス
ト

画面に表示する言語を選択します。ただし、この言語選択では、AIの回答言語は切
り替わりません。AIの回答は、ユーザープロンプトに入力した言語で表示されます。

f
ユーザープロン
プト入力ボック
ス

ユーザープロンプトを入力します。

g
文字数カウンタ
ー

現在入力しているユーザープロンプトの文字数を表示します。

h
送信/キャンセ
ルボタン

ユーザープロンプトを送信し、回答の生成を開始します。回答の生成中は、[キャン
セル]ボタンに切り替わり、回答の生成をキャンセルできます。

Epson RC+ 8.0 オプション AI Assistant Rev.1
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3.4.3 AIレスポンスの表示

記号 項目 説明

a AIレスポンス表示エリア AIの回答がこのエリアに表示されます。

b 参照元の表示エリア 回答の生成時に参照したマニュアルへのリンクを表示します。

c Responseボタン AIの回答に対する品質や満足度のフィードバックを送ります。

d Copyボタン AIの回答をクリップボードにコピーします。

3.4.4 送信済みメッセージの編集
過去に送信したメッセージの編集ボタンをクリックすると、メッセージを再編集できます。

Epson RC+ 8.0 オプション AI Assistant Rev.1
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メッセージを編集したあと、送信ボタンをクリックすると、AIが再度回答します。キャンセルをクリックすると、
編集を破棄します。

Epson RC+ 8.0 オプション AI Assistant Rev.1
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4. ユーザープロンプトのヒント

目的の回答をAIから得やすくするためのユーザープロンプト作成のヒントを説明します。

Epson RC+ 8.0 オプション AI Assistant Rev.1
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4.1 コード生成の指示に役立つプロンプトのヒント
SPEL+のコード生成について、効果的なプロンプトを書くためのヒントを説明します。

1. 目的と動作を明確に伝える

良い例:

- ロボットを3つのポイント間で往復移動させるプログラムを作成して


- I/O信号を監視して、信号がONになったらロボットを停止させるコードを書いて


- パレット処理で4x3の配列から順番にワークを取るプログラムを作って


悪い例:

- ロボットを動かすプログラムを作って


- 何かコードを書いて


2. 使用するコマンドや機能を具体的に指定する

- Go命令を使って目標位置P1に移動


- For...Next文でループ処理


- If...Then文で条件分岐


3. 変数・定数の要件や名前を明記する

- Integer型の変数iでカウンターを管理


- Real型の1次元配列変数arrayVarを、要素数11 (インデックス0～10)で宣言


- Global変数g_PartsCountを他のプログラムからもアクセス可能に


4. エラーハンドリングの要求を伝える

- OnErr文でエラー処理を含めて


- 動作完了確認のためのPrint文を追加


5. プログラム構造を指定する

- Main関数から呼び出すサブファンクションとして作成


- 単独で実行可能なプログラムとして


6. I/O仕様の詳細を提供する

- 入力信号In(1)でプログラム開始


- 出力信号Out(10)でランプ点灯


7. 動作パラメーターを指定する

- 速度は50%で動作


- 加速度は30で設定


8. サンプルコードの要求を示す

Epson RC+ 8.0 オプション AI Assistant Rev.1
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- コメント付きで詳しく説明して


- 初心者向けに分かりやすく


4.2 マニュアルについて質問するときに役立つプロンプトのヒント
エプソンロボットのマニュアルについて質問するときに、効果的なプロンプトを書くためのヒントを説明します。

1. 具体的な製品名を記載する

「GXシリーズのロボット」、「RC800コントローラー」、「TP4ティーチペンダント」など、具体的な製品名を記載
してください。

2. 知りたい内容を明確にする

良い例:

- GXロボットの可搬質量を知りたい


悪い例:

- ロボットについて教えて


3. 目的や用途を伝える

「初期設定のため」、「トラブルシューティングのため」、「プログラミングのため」など、情報が必要な目的をプロ
ンプトに記載すると、より適切な回答が得られます。

4. SPEL+プログラミングの質問では以下の内容を記載する
実現したい動作を具体的に説明する
使用したいコマンドや関数名があれば明記する
サンプルコードが必要な場合は、提示してほしいことを伝える

5. 回答言語が異なる場合は希望する言語を指定する

AIの回答言語が希望する言語と異なる場合は、以下のようなプロンプトで指示すると、希望する言語で回答し直
すことができます。

- 日本語で再度回答して
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5. 仕様と制限事項

仕様、制限事項、および使用上の注意点を説明します。
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5.1 AIの回答に関する仕様と制限事項
AIが生成する回答の誤り

AIによる回答には誤りが含まれる可能性があります。また、機種、設定、接続機器、ネットワークなどの周辺環境
によっては、回答内容が実際の使用環境に完全には適合しない場合があります。あらかじめご了承ください。

最終的な判断や作業の実施にあたっては、必ずお客様ご自身で、マニュアルの記載内容および実際の使用環境での
動作を確認してください。

AIが回答する情報の範囲

AIが参照する情報は、Epson Robot Manuals に掲載されているマニュアルタイトルです。ただし、新商品などの
情報は、AI Assistantへの反映に時間がかかるため、回答できない場合があります。

Manual Assistantの参照リンク

HTML形式のマニュアルタイトルがある場合は、生成した回答に関連するHTMLページのリンクを提示します。
HTML形式で提供されておらず、PDF形式のみで提供されている場合は、該当するPDF形式のマニュアルタイト
ルのリンクを提示します。

AIが回答する言語

AIが回答する言語は、ユーザープロンプトに入力した言語に従います。AIの回答言語を変更したい場合は、ユー
ザープロンプトで回答言語を指定してください。

マニュアルアシスタントの言語選択機能は、AIの回答言語には反映されません。

5.2 操作の制限事項
トークン数の制限

AI Assistantと対話すると、トークンが消費されます。利用可能なトークン数が0の状態でユーザープロンプトを送
信すると、トークンが不足していることを示すエラーメッセージが表示されます。利用可能なトークン数は、一定
期間ごとにリセットされます。

現在のトークン数は、RC+ Cloud Portalで確認できます。

RC+ Cloud Portalの詳細は、以下のマニュアルを参照してください。

"Epson RC+ 8.0 クラウドサービス RC+ Cloud 8.0"

再認証が必要になる場合

一定時間が経過すると、再認証が必要になります。再認証すると、継続して利用できます。

再認証の詳細は、以下のマニュアルを参照してください。

"Epson RC+ 8.0 クラウドサービス RC+ Cloud 8.0"
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